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セ

ン

タ

ー

日

誌

「
旭
川
教
育
の
日
」
に
思
う

　
　
　
　旭

川
市
教
育
委
員
会

委
員
長
　
金
　
丸
　
浩
　
一

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
各
社
の
新
聞
を
図
書
室
に
保
管
・
整
理

し
、
教
材
や
学
級
指
導
、
生
徒
の
閲
覧
用
な
ど
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
昼
休
み
の
図
書
館
開
放
で
新

聞
記
事
を
話
題
に
交
流
を
深
め
て
い
る
様
子
で
す
。

(

旭
川
市
立
旭
川
中
学
校
）

11
月
14
日　

研
修
事
業
拡
大
会
議

12
月
11
日　

冬
季
拡
大
研
究
室
会
議

12
月
17
日　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

12
月
25
日
～
１
月
10
日

　
　
　
　
　

研
究
室
冬
季
集
中
研

１
月
９
日　

冬
季
合
同
所
員
研
修
会

１
月
28
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

２
月
５
日　

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会

２
月
18
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

３
月
１
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
113
号
発
行

３
月
29
日　

平
成
25
年
度
研
修
講
座
開
催
要
項

　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
研
究
紀
要
第
38
号
発
送

　
『
す
べ
て
の
旭
川
市
民
が
、
教
育
に
つ
い
て
の

理
解
と
関
心
を
高
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
互
い
に
協
力
し
合

い
「
旭
川
の
子
ど
も
た
ち
は
旭
川
市
民
の
手
で

は
ぐ
く
ん
で
い
く
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
、

語
り
合
い
、
行
動
す
る
契
機
と
な
る
日
と
し
て
、

毎
年
十
一
月
第
三
日
曜
日
を
「
旭
川
教
育
の
日
」

と
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。』

　

昨
年
十
一
月
十
八
日
、「
旭
川
教
育
の
日
」
推

進
協
議
会
に
よ
っ
て
、「
旭
川
教
育
の
日
」
の
制

定
宣
言
が
な
さ
れ
た
。
教
育
大
生
が
、
旭
川
の

市
樹
で
あ
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作

し
た
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
幾
つ
も
の

赤
い
実
を
付
け
て
い
て
微
笑
ま
し
い
。

　

こ
の
推
進
協
議
会
に
は
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
社
会
福
祉
等
に
関
係
す
る
二
十
五
を
超

え
る
団
体
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
事
務
局
で
は

今
後
も
広
く
様
々
な
分
野
の
市
民
・
団
体
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
宣
言
が
、
市
や
市
教
委
、
市
議

会
と
い
っ
た
機
関
に
よ
ら
ず
、「
旭
川
の
子
ど
も

た
ち
は
旭
川
市
民
の
手
で
」
と
い
う
趣
旨
に
賛

同
し
、
市
教
育
の
更
な
る
発
展
を
願
う
団
体
＝

市
民
に
よ
っ
て
、
草
の
根
運
動
と
し
て
実
現
し

た
こ
と
は
、特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。ま
た
、

事
務
局
を
務
め
る
旭
川
教
育
振
興
会
が
、「
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く
り
」

を
活
動
方
針
に
掲
げ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

「
架
け
橋
」
と
な
る
べ
く
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地

道
な
活
動
を
積
み
上
げ
て
き
た
、
そ
の
縁
の
下

の
労
に
も
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

今
日
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
教

育
に
と
っ
て
決
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。

人
間
と
し
て
社
会
人
と
し
て
長
い
人
生
を
生
き

て
い
く
、
そ
の
土
台
と
な
る
よ
う
体
と
心
と
頭

に
十
分
な
栄
養
を
蓄
え
る
べ
き
子
供
時
代
に
、

そ
の
子
供
時
代
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
遊
び
や
学

び
、
試
行
錯
誤
や
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
と
空
気
が
子
供
た
ち
の
周
り
を
覆
っ
て

い
る
。
何
よ
り
、
人
間
ら
し
い
心
を
は
ぐ
く
む

土
壌
が
や
せ
衰
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
子
育
て
や
教
育

の
主
要
な
場
で
あ
る
家
庭
、
地
域
、
学
校
は
、

単
独
で
で
は
な
く
、
手
を
携
え
総
合
力
を
発
揮

し
て
、
子
供
た
ち
の
身
近
に
あ
る
環
境
を
整
え

教
育
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

取
り
組
み
の
過
程
や
成
果
を
通
し
て
、
互
い
に

尊
敬
と
信
頼
の
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
教
師
は
、
喜

ん
で
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
誇
り
高
く
教
育
実
践

の
汗
を
流
す
は
ず
で
あ
る
。
成
長
す
る
子
供
た

ち
の
姿
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
。

　
「
旭
川
教
育
の
日
」
が
制
定
さ
れ
た
意
義
は
小

さ
く
な
い
。
子
育
て
や
教
育
は
日
常
的
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
は
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
や
成
果
、
楽
し
さ
や
悩
み
の
幾
つ
か

を
語
り
合
っ
た
り
、互
い
の
役
割
を
確
か
め
合
っ

た
り
で
き
る
。
次
へ
の
ヒ
ン
ト
に
出
会
う
か
も

知
れ
な
い
。
そ
し
て
広
く
市
民
が
、
豊
か
な
社

会
の
存
立
基
盤
で
あ
る
教
育
の
重
要
性
を
認
識

し
、
更
に
関
心
を
高
め
て
い
く
。

　

教
育
と
文
化
の
街
旭
川
に
点
っ
た
新
し
い
希

望
の
灯
に
、
期
待
が
膨
ら
む
。

（
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会

委
員
長
）

随

想

一
月
十
七
日
に
書
き
初
め
集
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
校

児
童
十
三
名
が
体
育
館
に
集
ま
り
、
一
斉
に
書
き
ま
し
た
。

書
い
た
文
字
は
、
一
人
一
人
の
児
童
が
自
分
で
決
め
ま
し

た
。
ど
の
児
童
も
、
力
強
く
生
き
生
き
と
し
た
書
き
っ
ぷ

り
で
し
た
。　
　
　
　
　

 （
上
富
良
野
町
立
東
中
小
学
校
）
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研
修
講
座
寸
描 

そ
の
３

　

歌
唱
の
際
の
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
や
発
声
の
仕

方
な
ど
、
実
践
に
生
か
せ
る
こ
と
を
多
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
唱
指
導
は
い

か
に
歌
詞
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
気
持
ち
を

考
え
て
歌
え
る
か
が
大
切
で
あ
る
と
学

べ
ま
し
た
。
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
旭
川
市
立

東
栄
小
学
校　

石
戸
谷
和
利
）

　

特
別
活
動
と
し
て
の
学
級
活
動
の
役
割
と
、

話
合
い
活
動
の
過
程
や
方
法
に
つ
い
て
基
礎
・

基
本
か
ら
学
び
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
実
践
的
な
手
立
て
を
現
場
に
還

元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
丁
寧

な
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
旭
川
市
立
緑
が
丘
中
学
校

　

渡
辺　
　

葵
）

　

本
講
座
で
は
、
指
導
要
領
の
体
育
の

目
標
や
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教

え
て
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
授
業
で
は
、
子
ど
も
達
が

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
姿
か
ら
、
場

の
工
夫
や
補
助
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
西
御
料
地
小
学
校　

西
村　

美
樹
）

　

書
写
の
授
業
に
お
け
る
課
題
解
決
型

の
授
業
の
実
践
、
視
聴
覚
教
材
の
活
用
、

自
己
評
価
と
相
互
評
価
の
仕
方
な
ど
、

す
ぐ
に
授
業
に
役
立
つ
大
変
有
意
義
な

も
の
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な

資
料
で
わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
永
山
西
小
学
校　

竹
内　

瑛
美
）

23　体育科実技　８/28

26　書写実技　９/11

＝
講
　
師
＝

杉
江　
　

光 

教
授
（
教
育
大
）

児
玉
か
お
り 

教
諭
（
北
星
中
）

平
澤　

香
織 

教
諭
（
北
都
中
）

＝
講
　
師
＝

石
ヶ
森
孝
順 
教
頭
（
正
和
小
）

近
江　

正
規 
教
諭
（
北
鎮
小
）

＝
講
　
師
＝

三
浦　
　

裕 

准
教
授
（
教
育
大
）

山
田　

宏
紀 

教
諭 　
（
北
光
小
）

＝
講
　
師
＝

小
原　

正
作 

校
長
（
向
陵
小
）

小
林　

聰
枝 

教
諭
（
北
都
中
）

講
座
の
様
子
か
ら

22　音楽科実技　８/28

24　学級活動　８/29
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学
級
経
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、

教
科
指
導
に
お
け
る
学
級
経
営
の
視
点

に
つ
い
て
、
講
師
の
先
生
か
ら
大
変
参

考
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
学
級
の
子

ど
も
た
ち
に
還
元
し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
永
山
南
小
学
校　

川
田　

恵
子
）

　

本
講
座
で
は
、
道
徳
教
育
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
や
課
題
、
そ
し
て
、

そ
の
可
能
性
ま
で
、
幅
広
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
思
い
が
つ
ま
っ
た
授
業
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
へ
の
意
欲
と
な
り
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
研
修
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
旭
川
市
立
東
五
条
小
学
校　

小
林　

豊
）

２　学級経営　10/ ３

18　道徳教育　10/19

＝
講
　
師
＝

日
比
野
正
人 

教
頭
（
台
場
小
）

石
川　

裕
司 

教
諭
（
北
鎮
小
）

鈴
木　

一
朗 

教
諭
（
西
御
料
地
小
）

高
綱　

智
美 
教
諭
（
明
星
中
）

＝
講
　
師
＝

竹
本　

克
己 

教
授
（
教
育
大
）

及
川　

勝
也 

教
頭
（
春
光
小
）

町
田　

涼
介 

教
諭
（
朝
日
小
）

白
井　

洋
志 

教
諭
（
永
山
中
）

　

今
回
の
研
修
講
座
で
は
、
授
業
を
通
し
て
行

う
生
徒
指
導
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
教
育
活
動
を
行

う
上
で
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
は
必
要
不
可
欠

だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
富
良
野
東
中
学
校

　

北
島　

慎
也
）

　

ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
危
険
性
に
つ
い

て
様
々
な
事
例
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
展
開
が
必
要
が
と
痛

感
し
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校　

宮
本　

孝
嗣
）

＝
講
　
師
＝

菅
藤
真
由
美 

教
頭
（
光
陽
中
）

十
河　
　

史 

教
諭
（
豊
岡
小
）

佐
藤　

研
二 

教
諭
（
緑
が
丘
中
）

＝
講
　
師
＝

馬
場
泰
栄 

研
究
研
修
主
事

（
北
海
道
立
教
育
研
究
所
附
属

　
　
　

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
）

宮
本
秀
貴 

氏

（
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
代
表
取
締
役
）

諏
訪
清
隆 

氏

（
日
本
赤
十
字
社

旭
川
赤
十
字
病
院　

小
児
科
部
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

27　社会教育　９/20

16　生徒指導　10/11
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講
義
・
授
業
参
観
・
研
究
協
議
・
実

習
と
内
容
の
濃
い
一
日
で
し
た
。
特
に

授
業
で
は
、
教
師
と
子
ど
も
が
丁
寧
に

問
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を

具
体
化
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
自
信

を
も
っ
て
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
占
冠
村
立
占
冠
中
学
校　

小
瀬　

知
里
）

　

小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
食
育

指
導
や
中
学
校
の
お
弁
当
作
り
指
導
計

画
等
を
拝
見
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
問
題
点
や
こ
れ
か
ら
の

課
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
気
付
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
、
貴
重

で
有
意
義
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校　

長
野　

美
保
）

　

本
講
座
を
通
し
て
、
校
内
研
修
の
基
本
的
な

考
え
方
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

子
ど
も
の
変
容
を
目
指
す
研
修
の
進
め
方
や

日
々
の
実
践
の
工
夫
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
、
自
校
の
研
修
活
動
を
充
実
さ
せ
る

上
で
、
と
て
も
参
考
と
な
る
講
座
と
な

り
ま
し
た
。（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校

田
辺　

修
司
）

　

書
の
作
品
制
作
の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
り
、
自
分

が
書
き
た
い
言
葉
に
思
い
を
託
し
、
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
筆
で
表
現
す
る
・
・
。
無

か
ら
の
始
ま
り
、
形
の
な
い
も
の
を
創

る
苦
し
み
難
し
さ
、
そ
れ
が
楽
し
さ
へ

変
わ
る
瞬
間
を
小
嶋
校
長
先
生
の
ご
指

導
で
体
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
旭
川
第
一
小
学
校

　

早
勢　

陽
子
）

28　図工・美術科実技　10/ ２

30　保健安全指導　10/ ４

＝
講
　
師
＝

名
達　

英
詔 

准
教
授
（
教
育
大
）

大
山
み
の
り 

教
諭　

（
愛
宕
小
）

＝
講
　
師
＝

田
﨑　

順
子 

栄
養
教
諭
（
高
台
小
）

成
田
麻
友
子 

教
諭　
　

（
東
明
中
）

＝
講
　
師
＝

佐
藤　

浩
徳 

教
頭
（
名
寄
東
小
）

岡　
　

栄
樹 

教
諭
（
神
楽
小
）

三
上　

大
輔 

教
諭
（
神
楽
小
）

＝
講
　
師
＝

小
嶋　

康
博 

校
長
（
東
明
中
）

29　校内研修　10/ ３

31　書に親しもう　１/７



上川教育研修センターだより
（５）

　

参
加
者
全
員
が
も
の
す
ご
い
集
中
力

で
黙
々
と
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
誰
に
か
こ
う
か
、
何
て
か
こ
う

か
と
考
え
な
が
ら
絵
に
描
く
物
や
風
景

を
見
た
り
、
お
く
る
相
手
に
思
い
を
馳

せ
た
り
す
る
こ
と
で
心
や
目
が
肥
え
る

と
感
じ
ま
し
た
。
何
よ
り
楽
し
か
っ
た

で
す
。（当

麻
町
立
当
麻
小
学
校　

東
海
林
敦
子
）

32　絵に親しもう　１/７

＝
講
　
師
＝

中
村　
　

靖 

教
諭
（
東
陽
中
）

　

言
語
活
動
の
充
実
と
学
習
評
価
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
言
語
活
動
は
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
育
む
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
、

評
価
と
評
定
に
関
す
る
共
通
認
識
や
目
標
・
指

導
・
評
価
の
一
体
化
が
重
要
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
二
日
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
名
寄
市
立
風
連
日
進
小
学
校

　

竹
内　
　

静
）

＝
講
　
師
＝

中
川　

圭
介 

研
究
研
修
主
事

（
北
海
道
立
教
育
研
究
所

企
画
・
研
修
部
）

木
野
下
尚
大 

研
究
研
修
主
事

（
北
海
道
立
教
育
研
究
所

企
画
・
研
修
部
）

出
前
講
座
寸
描 

小
学
校
外
国
語
活
動
の
在
り
方
を
学
び
た
い

【
講
師
　
小
山
俊
英
　
教
諭
（
北
光
小
）】

　

模
擬
授
業
を
通
し
て
、
外
国
語
活
動
の

授
業
を
す
る
際
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
れ
も
今
す
ぐ
実
践
で
き
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
の
で
、
今
後
の
授
業
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
小
学
校　

小
笠
原
佑
太
）

児
童
生
徒
理
解
及
び
生
徒
指
導
の
機
能
を

生
か
し
た
指
導
の
実
際
に
つ
い
て
学
び
た
い

【
講
師
　
小
田
嶋
智
一
　
教
諭
（
神
居
東
中
）】

　

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
活
用
の
仕
方
を
考
え
な
が
ら
、

つ
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
楽
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
文
献
を
参
考

に
、
ね
ら
い
に
あ
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

探
し
、
生
徒
指
導
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校　

山
本　

宗
明
）

特
別
支
援
学
級
生
徒
へ
の
指
導
の

在
り
方
を
学
び
た
い

【
講
師
　
小
出
雅
之
　
教
諭
（
東
光
中
）】

　

講
話
の
中
で
、
特
別
支
援
の
子
ど
も
達
が
持

つ
「
困
り
感
」
に
、「
安
心
感
」
を
保
障

し
て
あ
げ
る
こ
と
や
、「
イ
ケ
テ
ル
感
」

の
育
成
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
の
実
践
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
美
深
町
立
美
深
中
学
校　

松
村　

愛
里
）

生
徒
指
導
問
題
事
例
と
そ
の
対
処
法
を
学
び
た
い

【
講
師
　
西
分
健
二
　
教
頭
（
永
山
西
小
）】

　

講
話
を
通
し
、
指
導
の
意
義
、
児
童
理
解
の

大
切
さ
、
自
己
指
導
力
や
対
人
関
係
力
の
育
成

の
必
要
性
な
ど
、「
生
徒
指
導
」
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
り
ま
し
た
。
若
い
教
員
が
多
い
本

校
に
と
っ
て
は
大
変
意
義
深
い
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校

　

髙
橋　

賢
祐
）

多寄小学校「小学校外国語活動」　10/15

豊岡小学校「生徒指導」　12/ ７

美深中学校「特別支援教育」　９/27

名寄南小学校「生徒指導」　10/31

33　ミニ道研　１/８・９



上川教育研修センターだより
（６）

今
、
研
究
室
で
は

第
十
五
次
研
究
　
二
年
次
　

　
研
究
主
題
「
学
力
の
確
実
な
育
成
を
図
る
指
導
と
評
価
の
在
り
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
目
標
達
成
に
向
け
た
授
業
構
築
～

成　　果

○�関心・意欲・態度，知識・技能，考え方などの力をバランスよく指導計
画に位置付けることが目標達成につながった。

○�目標と関連付けて，評価規準を児童生徒の姿として設定することで指導
内容を明確にした。

○�分類したことやキーワードを板書に整理することで，思考の流れが分か
りやすくなった。

○�個への支援，全体への支援を指導案に位置付けることが目標達成の有効
な手立てとなった。

○�評価場面を複数回設定することや評価対象を絞ることが効率的・効果的
な評価となった。

課　　題

●より児童生徒の思考の流れに沿った，問題解決的な学習過程の充実。
●�児童生徒の思考の流れを分かりやすく整理する，板書とノート指導の関
連。

●見えにくい学力の評価方法や評価場面の充実。
●�学習評価シートを活用した効果的・効率的な評価の進め方についての一
層の改善。

研
究
室
だ
よ
り

詳細は，３月発刊の研究紀要第38号をご覧ください。

一
　
本
時
の
目
標
と
授
業
仮
説

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
す
ず
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
様
々
な
音
色
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働

き
が
生
み
出
す
音
色
の
違
い
や
お
も
し
ろ
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
星
空
の
様
子
に
合

う
音
の
出
し
方
を
工
夫
し
て
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、

絵
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
様
子
を
表
す
言
葉
」
と
「
音
色
を
表
す
言
葉
」
を
関
連
付
け
て
考

え
さ
せ
る
発
問
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
星
空
の
様
子
に
合
う
音
を
鳴
ら
し
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
目
標
を
達
成
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
授
業
仮
説
に
基
づ
く
分
析

　

�　

主
発
問
に
よ
り
、「
キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
」「
キ
ラ
リ
ン
」
な
ど
の
よ
う
に
、
鳴
ら
し
た
い
音

を
よ
り
具
体
的
な
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
、
音
を
鳴
ら
す
と
き
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
全
体
で
鳴
ら
し
方
の
工
夫
を

交
流
す
る
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
音
色
の
違
い

や
面
白
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
星
空
の
様
子
に
合
う

音
の
出
し
方
を
工
夫
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
目
標
達
成
状
況

　
�　

主
に
、
星
空
の
様
子
に
合
う
音
づ
く
り
を
す
る
場

面
に
お
い
て
、
目
標
達
成
状
況
を
評
価
し
た
。
す
ず

や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
様
々
な
特
徴
を
聞
き
取
り
、

そ
れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
音
色
の
違
い
や
面
白
さ

を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
星
空
の
様
子
に
合
う
音
の
出

し
方
を
工
夫
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
は
、
100
％
で
あ
っ
た
。

～
絵
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
様
子
」
と
「
音
色
」
を

　
　

関
連
付
け
て
考
え
さ
せ
る
発
問
の
工
夫
～

研
究
員

の
実
践

　上川教育研修センターでは，理論研究と実践検証を行った結果，
次のような成果と課題を明らかにすることができました。

旭
川
市
立
共
栄
小
学
校
一
年　

音
楽
科
「
い
ろ
い
ろ
な
お
と
に
し
た
し
も
う
」

　
　

～
様
子
に
合
わ
せ
た
音
を
工
夫
し
て
音
楽
づ
く
り
を
す
る
学
習
～

研
究
員　

相
澤　

朋
子　



上川教育研修センターだより
（７）

一
　
本
時
の
目
標
と
授
業
仮
説

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
文
字
や
数
、
単
位
に
着
目
し
た
話
合
い
を
通
し
て
、
文
字
を
用
い
た
式

の
意
味
を
捉
え
、
式
が
表
し
て
い
る
数
量
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」

と
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
考
え
方
に
基
づ
く
文
字
式
の
比
較
・
検
討
の
際
に
、
文
字
や
数
、

単
位
に
着
目
し
た
考
え
方
を
板
書
で
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
式
の
意
味
や
数
量
関
係
を
捉

え
る
手
が
か
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
時
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

た
。

二
　
授
業
仮
説
に
基
づ
く
分
析

　

�　

文
字
式
の
比
較
・
検
討
の
際
に
、
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
考
え
の
メ
リ
ッ
ト
を
赤
で
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
色
分
け
し
て
板
書
す
る
こ
と
で
、
文
字
の
意
味
を
考
え
る
た

め
の
手
が
か
り
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
黒
板
に
ま
と
め
た
考
え
方
の
手
が
か

り
を
基
に
す
る
こ
と
で
生
徒
は
、
様
々
な
単
位
で
表
さ
れ
て
い
る
文
字
の
式
の
意
味
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
目
標
達
成
状
況

　

�　

今
回
は
、
数
学
的
な
考
え
方
の
高
ま
り

を
判
断
す
る
た
め
に
、
Ａ
「
十
分
満
足
で

き
る
」
と
Ｂ
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」

の
評
価
問
題
を
二
つ
用
意
し
、
目
標
達
成

状
況
を
評
価
し
た
。
練
習
問
題
一
を
全
て

正
解
し
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
生
徒
は
、
81
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

81
％
の
う
ち
、
練
習
問
題
二
を
解
く
こ
と

が
で
き
、
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
」
と
判

断
さ
れ
る
生
徒
は
、
41
％
で
あ
っ
た
。

一
　
本
時
の
目
標
と
授
業
仮
説

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に
着
目
し
な
が
ら
、
長
方
形
や
正
方
形
を
弁
別

し
、『
直
角
』
や
『
辺
の
長
さ
』
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
弁
別
し
た
理
由
を
記
述
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、
長
方
形
や
正
方
形
の
図
形
を
構
成
す
る
要

素
に
着
目
し
な
が
ら
、
弁
別
の
根
拠
を
説
明
す
る
言
語
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
授
業
仮
説
に
基
づ
く
分
析

　

�　

図
形
を
弁
別
す
る
活
動
に
お
い
て
、
授
業
中
に
行
っ
た
形
成
的
評
価
に
よ
り
、
自
力
解
決

は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
集
団
解
決
に
よ
る
授
業
を
展
開
し
、
長
方
形
や
正
方
形

の
定
義
を
再
確
認
す
る
発
問
を
行
う
工
夫
を
行
っ
た
。
ま
た
、
分
類
し
た
図
形
を
並
べ
、
形

の
違
い
を
比
較
で
き
る
よ
う
板
書
を
工
夫
し
た
結
果
、
児
童
は
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に
着

目
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
定
義
や
性
質
を
基
に
図
形
を

弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
目
標
達
成
状
況

　
�　

主
に
、
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に
着
目
し
な
が
ら
、

長
方
形
と
正
方
形
を
弁
別
し
、「
直
角
」
や
「
辺
の
長
さ
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
弁
別
し
た
理
由
を
プ
リ
ン
ト

に
記
述
す
る
場
面
に
お
い
て
、
目
標
達
成
状
況
を
評
価

し
た
。
弁
別
を
正
し
く
行
え
た
児
童
は
、
71
％
で
あ
っ

た
。
71
％
の
児
童
の
う
ち
、
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に

着
目
し
て
弁
別
し
た
理
由
を
説
明
で
き
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
は
、
41
％
で
あ
っ
た
。

旭
川
市
立
旭
川
中
学
校
一
年　

数
学
科
「
文
字
と
式
」

　
　
　

～
文
字
を
用
い
た
式
の
意
味
を
考
え
表
現
す
る
学
習
～

研
究
員　

菅
原　
　

大　

旭
川
市
立
青
雲
小
学
校
二
年　

算
数
科
「
三
角
形
と
四
角
形
」

  

～
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に
着
目
し
た
三
角
形
・
四
角
形
の
学
習
～

授
業
者　

辻　
　
　

郁　

～
文
字
式
の
文
字
や
数
、
単
位
に
着
目
し
た

　
　
　
　
　

考
え
方
を
整
理
す
る
板
書
の
工
夫
～

～
弁
別
理
由
を
図
形
の
要
素
に
着
目
し

　
　
　
　

説
明
さ
せ
る
工
夫
（
言
語
活
動
の
設
定
）
～

研
究
員

の
実
践

協
力
校

の
実
践



一
　
本
時
の
目
標
と
授
業
仮
説

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
接
続
語
に
着
目
し
て
、『
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
』
の
分
か
り
や
す
い

説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、
児
童
が
接

続
詞
を
比
較
し
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
発
問
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
説
明

文
「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」
の
分
か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
授
業
仮
説
に
基
づ
く
分
析

　

�　

児
童
が
こ
れ
ま
で
作
文
や
日
記
を
書
い
て
き
た
経
験
と
結
び
つ
け
て
具
体
的
な
文
を
例
示

し
、
思
考
を
促
す
こ
と
で
、
接
続
詞
が
段
落
相
互
を
つ
な
ぐ
と
き
に
、
順
序
を
表
す
場
合
が

あ
る
こ
と
や
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を

具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
目
標
達
成
状
況

　

�　

主
に
、
学
習
プ
リ
ン
ト
に
分
か
り
や
す
い
説
明

の
仕
方
を
記
入
す
る
場
面
に
お
い
て
、
目
標
達
成

状
況
を
評
価
し
た
。
接
続
詞
の
使
い
方
に
着
目

し
、
分
か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
書
い

た
り
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
児
童
は
、

71
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
71
％
の
う
ち
、
自
分
の

言
葉
で
「
分
か
り
や
す
い
わ
け
」
に
つ
い
て
記
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
」
と

判
断
さ
れ
る
児
童
は
、
21
％
で
あ
っ
た
。

一
　
本
時
の
目
標
と
授
業
仮
説

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
成
り
立
ち
と
そ
の
拡
大
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
有

用
な
情
報
を
適
切
に
選
択
し
、
域
内
に
お
け
る
地
域
間
格
差
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、
有
用
な
情
報
を
適
切
に
選
択
で
き
る
発
問
の
工
夫
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
格
差
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
。

二
　
授
業
仮
説
に
基
づ
く
分
析

　

�　

主
発
問
に
よ
り
、「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｉ
が
多
い
。」
な

ど
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
経
済
格
差
を
資
料
か
ら
読
み
取
り
、
二
枚
の
資
料
の
比
較

か
ら
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
Ｇ
Ｎ
Ｉ
の
少
な

い
国
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
目
標
達
成
状
況

　

�　

主
に
、
Ｅ
Ｕ
内
の
地
域
格
差
を
読
み
取
る
場

面
に
お
い
て
、
目
標
達
成
状
況
を
評
価
し
た
。

Ｅ
Ｕ
内
で
の
東
西
の
経
済
格
差
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
生
徒
は
、
93
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
93
％
の

う
ち
、
二
つ
の
資
料
を
比
較
し
、
加
盟
年
度
が

遅
い
国
の
方
が
Ｇ
Ｎ
Ｉ
を
低
い
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
、
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
」
と
判

断
し
た
生
徒
は
、
44
％
で
あ
っ
た
。

旭
川
市
立
永
山
小
学
校
三
年　

国
語
科
「
せ
つ
め
い
の
し
か
た
を
考
え
よ
う
」

　

～
分
か
り
や
す
い
説
明
の
し
か
た
を
学
び
な
が
ら
文
章
を
読
み
取
る
学
習
～

授
業
者　

堀
内　

章
美　

旭
川
市
立
北
都
中
学
校
一
年　

社
会
科
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
へ
の
道
の
り
」

　
　

～
Ｅ
Ｕ
の
地
域
間
格
差
を
資
料
か
ら
読
み
取
る
学
習
～

授
業
者　

難
波　

広
寿　

～
児
童
が
比
較
し
、
思
考

　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
よ
う
な
発
問
の
工
夫
～

～
有
用
な
情
報
を
適
切
に
選
択

　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
よ
う
な
発
問
の
工
夫
～

協
力
校

の
実
践

協
力
校

の
実
践

上川教育研修センターだより
（８）



上川教育研修センターだより
（９）

平成25年度　上川教育研修センター開催予定講座
番号 講座名 期日 研修内容の概要（上段：講座名　　下段：平成25年度の重点テーマ） 授業

１ 特別支援教育 ５/14　①
６/14　②

一人一人に応じた指導の充実を図る特別支援教育
「障がいの特性に応じた指導の充実と校内支援の在り方」　 （②で授業研究） 小・中

２ 学校事務実務 ５/15・16 教育の円滑化を図る学校事務実務
「学校事務実務における今日的課題～教育予算における現状と今後の課題～」

３ 学級経営 ５/17　①
10/３　②

子ども一人一人が存在感を実感できる学級経営
「児童生徒相互の望ましい人間関係を育てる学級経営」　 　（②で授業研究） 小・中

４ 学校経営Ⅰ ６/12 新しい時代に対応した学校経営（採用２年目以降の校長が対象）
「未来を切り拓く活力ある学校経営の在り方」

５ 学校経営Ⅱ ６/13 新しい時代に対応した学校経営（昇任２年目以降の教頭が対象）
「スクールリーダーとしての教頭の在り方」

６ 読書活動 ６/19 「読む・調べる」習慣の確立を目指す読書活動
「学校図書館の活用を図る指導の在り方」 小

７ 図工・美術科実技 ６/28 豊かな情操を養う図工・美術科実技
「表現力や鑑賞能力を育てる指導の工夫」 中

８ 複式教育 ７/３ 主体的に学ぶ力を育てる複式教育
「家庭や地域社会との連携を図った活動の在り方」 小

９ 小学校外国語活動 ７/４ 言語や文化について体験的に理解を深める小学校外国語活動
「中学校外国語科指導との円滑な接続を意識した指導の在り方」 小

10 指導技術基礎 ７/25 指導力の向上を図る指導技術基礎
「基礎的な指導技術～学年・学級通信と教室掲示」

11 国際理解教育 ７/25 国際社会で活躍する人材の育成を目指す国際理解教育
「日本の伝統・文化理解を深める学習指導」

12 国語科指導 ７/26　①
９/４　②

伝え合う力をはぐくむ国語科指導
「伝え合う力を高める指導の工夫～『書くこと』における指導」（②で授業研究）小・中

13 社会科指導 ７/29　①
10/９　②

社会的な見方や考え方を育てる社会科指導
「社会的事象を多面的・多角的に追求解決を図る指導（体験的な学習）」（②で授業研究）小・中

14 算数・数学科指導 ７/30　①
８/30　②

目的意識をもって主体的に取り組む算数・数学科指導
「見通しをもち筋道を立てて考え表現する授業の在り方」 　（②で授業研究） 小・中

15 理科指導 ７/31　①
９/３　②

科学的な見方や考え方を育てる理科指導
「生物や生物現象に対する科学的な見方や考え方の育成」　 （②で授業研究） 小・中

16 外国語科（英語）指導 ７/31　①
８/29　②

コミュニケーション能力の基礎を養う外国語科（英語）指導
「『聞くこと・話すこと』の指導と評価」（②で授業研究，小学校外国語活動の授業参観を予定）中・小

17 教育講演会 ８/１ 講師　新井郁男氏（上越教育大学名誉教授）
　　　テーマ「これからの教育と学校・教師の役割」（仮）

18 生徒指導 ８/２　①
10/10　②

児童生徒の自己実現を目指す生徒指導
「児童生徒理解を深める教育相談の在り方」　 　　　　　　（②で授業研究） 小・中

19 幼稚園教育 ８/２ 小学校への滑らかな接続を目指す幼稚園教育
「連携・交流活動と学びの連続性」

20 道徳教育 ８/６　①
10/16　②

豊かな体験を生かす道徳教育
「体験活動を生かした授業の在り方」　 　　　　　　　　　（②で授業研究） 小・中

21 技術・家庭科実技 ８/６ 生活を工夫し創造する技術・家庭科実技
「情報に関する技術」

22 いじめ・不登校 ８/７ 一人一人を大切にし「いじめ・不当校」を未然に防ぐ指導
「『いじめ・不登校』の予防と対応の在り方」

23 生活科・総合的な学習の
時間

８/７　①
９/10　②

気付きの質を高める生活科、探求的な学びを深める総合的な学習の時間
「小・中の連携を図るエネルギー・環境教育の充実」 小・中

24 音楽科実技 ８/28 豊かにかかわり主体的に表現する力を育てる音楽科実技
「器楽の指導法と指揮法の在り方」 小

25 書写実技 ９/11 日常に生きて働く書写力を育てる書写実技
「児童生徒の主体的な学習を喚起する指導と評価」 小

26 校内研修 ９/13 実践的指導力の向上を図る校内研修
「授業研究の進め方」 小

27 保健安全指導 10/４ 生命を大切にし、豊かな心をはぐくむ保健安全指導
「学校における安全・防災に関する指導の在り方」 小

28 学級活動 10/８ 望ましい人間関係とよりよい生活を築く学級活動
「中学校における学級活動の指導の充実」 中

29 社会教育 10/９ 学校・家庭・地域が連携し、子どもたちの生きる力を育む社会教育
「心身の健やかな成長を促す実践　～望ましい生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）」

30 体育科実技 10/17 運動に親しむ資質や能力の基礎を育て、体力の向上を図る体育科実技
「体つくり運動、武道」 中

31 書に親しもう １/８ 自分なりの表現で書に親しむ文化講座
「心に残る言葉を題材にした小作品づくり」（午前　半日日程）

32 絵に親しもう １/８ 自分なりの表現で絵に親しむ文化講座
「季節と日常生活の温もりを題材にした色鉛筆・パステル画」（午後　半日日程）

33 ミニ道研Ａ １/９ 北海道立教育研究所によるコース別研修
～現在、内容等調整中　詳細は４月配布の開催要項をご覧ください～	34 ミニ道研Ｂ １/10

35 研修センター研究発表会 ２/４ 「学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方」に関する第15次３か年計画の
３年次の研究を発表～センター研究員の実践，研究協力校の実践～

パ
ソ
コ
ン
実
技

Ａ 校務のための表計算入門 5/31  6/14
8/30

成績処理や会計処理をはじめ，さまざまな校務に応じた表計算ソフトの基
本的な操作について

Ｂ

１校務のための表計算活用 7/12  9/13 成績処理や会計処理をはじめさまざまな校務に応じた表計算ソフトの便利な活用について

２小学校校務のための表計算活用 7/26 小学校の校務に特化した表計算ソフトの便利な活用について

３表計算個別課題解決講座 8/2 実際の校務で使っている表計算に関わるソフトやデータなどで困っている
ことを個別に解決していく

Ｃ 学校で役立つ画像処理 6/7  10/4 視覚に訴える教材や各種通信，掲示物の作成に活用できる画像処理について

Ｄ 学校で役立つ Web 制作 6/28 ホームページの作成方法や管理，個人情報の取扱いや情報発信の在り方について

Ｅ 学校で役立つプレゼン活用 7/31  1/14 授業や各種発表会で効果的に活用するプレゼンテーションソフトの活用について

Ｆ 学校で役立つ動画編集講座 8/6 動画編集ソフトの基本操作の習得と，編集した動画の活用について

～正式な日程は，４月にお届けする「研修講座開催要項」でご確認ください。～

合い言葉「試そう上川の力で，創ろう上川の力で，生かそう上川の力を」



上川教育研修センターだより
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
日　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

発　

行　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

〒
〇
七
〇
―

〇
〇
三
六

　
　
　
　
　

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

　
　
　
　
　

電
話
（
〇
一
六
六
）
二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者　
　

山　

下　

尚　

年

印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

写真の小宇宙展

10月５日～11月14日
北海道退職校長会

旭川支部写真展

12月３日～12月26日

「書に親しもう」講座

「絵に親しもう」講座

受講者作品展示

１/15～２/５

平成25年度の講座開設の工夫
○�教育経営研修では，「学級経営」「学校経営Ⅰ」「学校経営Ⅱ」等，

受講者のライフステージに応じた講座を開設します。
○�教育課題研修では，喫緊の課題である「いじめ・不登校」の講座
の更なる充実を図ります。

○�教科指導等講座では，小中合同で，講義（夏季休業中）と研究授
業（２学期・小中各一本）を分離開催し，内容の充実を図ります。

○�実技研修については，研究授業を参観することのできる講座を増
やすとともに，アンケートで要望の高い視聴覚機器活用の講座を
開設します。

○�「指導技術基礎」講座では，電子黒板の活用と学級通信や教室掲
示などの基礎的な指導技術向上のための講座を開設します。

○�出前講座では，学校や地域単位での要望に対応します。たとえば，
「教科指導」「特別支援教育」「生徒指導」「小学校外国語活動」「ミ
ニ講演会」「パソコン実技」等皆様のニーズに応じて講座を行い
ます。

○�文化講座では，達成感・充実感に浸れると好評の「書に親しもう」
「絵に親しもう」講座を引き続き開設します。
○�ミニ道研では，１日単位ではなく，講座ごとに受講できるように
します。

○�パソコン実技では，要望の多い「表計算活用」をより受講者のニー
ズに応えられるよう少人数指導で対応します。また，タブレット
ＰＣを導入し，効果的な指導法やマルチメディア教育を研究・推
進します。

平成24年度研修講座活用

上川管内教職員の１/３の方々が活用

○講座総受講者数　　1,231名

○出前講座　　13団体　272名

　　申込みのあった出前講座

　「小学校外国語活動」（２校）

　「特別支援教育」（２校）

　「体育実技」「生徒指導」（５校）

　「ミニ講演会 放課後学習」（２校）

　「板書」

開設40周年
　平成25年度は開設40周年を迎え

ます。記念事業として，教育講演

会をより多くの人に参加していた

だきたく，夏季休業中（８月１日）

に旭川市大雪クリスタルホールで，

開催します。

　講師：新井郁男

　　　　上越教育大学名誉教授

テーマ「これからの教育と

学校・教師の役割」（仮）

多数のご参加をお待ちしています。

資料をご活用ください
　平成24年度は研修センター

講座を40講座実施しました。

廊下には，講座の様子を掲示

しています。また，センター

事務室・１Ｆ第２研修室には，

講義・提言資料に加え，学習

指導案も保管しています。ど

うぞお気軽に足を運び，ご活

用ください。

Ｈ25.4.1

研修センターの貸室等のご利用料金が変わります。
　◎�講堂と第１研修室の冷房を使用した場合，冷房料金をいただく

ことになります。
　 （�冷房料金は暖房料金と同額で，７月１日から８月31日までの期

間に，使用した場合に限ります。また，暖房料金につきまして
も，寒冷期（10月１日から５月15日まで）以外の期間でも使用
した場合は，料金をいただくことになりました。）

貸室冷暖房料

室　　名
午前

（９時～12時）
午後

（13時～17時）
夜間

（18時～21時）
講　　　 堂 1,050円 1,260円 1,570円
講 堂 Ａ・ Ｂ 530円 630円 790円
第 １ 研 修 室 520円 630円 840円

　◎�講堂における拡声設備及びマイクロホンを更新したことに伴
い，下記のとおり，貸出料金を改定いたします。ご協力願います。

備品貸出料金

区　　分 料　　金 備　　　　考

ハイパワーアンプ 一式　420円
新設（拡声設備）
一式にマイク１本まで含みます。

マ イ ク ロ ホ ン １本　310円
２本以上使用される場合に，１本ごとに
加算されます。


